
２－６－２解答例　①受注 IT業務処理統制のＲＣＭ ケーススタディ

A社
平成○○年3月

場所 本社
販売サイクル
受注
売上、売掛金

リスク No. 主要な統制活動 自動化 頻 整備 統制評価手続 評価並びに検出事項 調書番号 評価結果
留意事項 手作業 度 運用 （検出事項がある場合、その影響）

全ての受注は漏れなく重複
なく記録されているか

17
・
19

EDIで受信する受注データについては、JCA手順のプログ
ラムによりコントロールトータルも含めた送受信チェッ
クが行われる。

自動

日に
何度
も

○ NA ○ NA NA NA 整備・
運用

システム担当者へのヒヤリング。
7月を選び、情報システム部の業務日報の全件
をレビューし、ＪＣＡ手順による異常終了が
担当者に報告され、フォローされていること
を確かめた

受信エラーに関する報告は2件検出されたが、い
ずれも再送信処理により正常終了したとの報告
がなされていたのでＯＫ。
（検出事項）無し

記載省略 低

20 受注データはすべて受注番号（連番）が自動採番され
る。

自動・
手動

日に
何度
も

○ NA NA NA NA NA 整備 システム担当者へのヒヤリング。 OK
（検出事項）無し

記載省略 低

23
・
26
・
27

エラーが生じた場合はいったんエラーファイルに記録さ
れ、修正入力により受注ファイルに書き込まれる。
修正入力完了後、情報システム部が受注エラーファイル
上にデータが残っていないことを画面参照により確かめ
る。

自動・
手動

日に
何度
も

○ NA NA NA NA NA 整備・
運用

システム担当者へのヒヤリング。
７月３日に、エラーファイルの画面を確認
し、エラーファイルのデータがすべて削除さ
れていることを確かめた。

OK。全件に処理されており、未消込みが無いこ
とを確かめた。
訂正入力後プルーフリストを出力してエラーリ
スト(修正後)とチェックする手続が採用されて
いないが、修正済みになるまでエラーリストが
出力される統制により代替されている。
（検出事項）無し

記載省略 低

29
・
31

引当不可能な受注データについては、受注ファイル
(ジャーナル)に引当済みのフラグのないものの有無が把
握され、未引当データは受注残ファイルに書き出される
とともに、受注残チェックリストが強制出力される。
受注残チェックリストに基づき、得意先と交渉して受注
変更依頼書を起票して入力すると、受注変更チェックリ
ストが出力されチェックされる。

自動 日 ○ ○ NA NA NA NA 整備・
運用

システム担当者へのヒヤリング。
７月４日の関連帳票を査閲し、ヒヤリングし
たとおりの手続が実施されていることを確認
した。

OK
（検出事項）無し

記載省略 低

34 ＦＡＸによる受注について、注文書受信時に当日の連番
を記入し、受注入力処理後,FAX返信後に枚数チェックに
使用している

手動 日に
何度
も

○ ○ NA NA NA NA 整備・
運用

業務担当者へのヒヤリング。
７月４日の関連帳票を査閲し、連番の記載を
確認した。

OK
（検出事項）無し

記載省略 低

38 FAX受注の入力後、注文伝票が出力され注文書と照合さ
れ、注文書に受注番号を記入した後、上長のチェックと
押印を得ている。

手動 日に
何度
も

○ ○ NA NA NA NA 整備・
運用

業務担当者へのヒヤリング。
７月４日の関連帳票を査閲し、受注番号の記
入と上長の押印を確認した。

OK
（検出事項）無し

記載省略 低

17
・
19

EDIで受信する受注データについては、JCA手順のプログ
ラムによりコントロールトータルも含めた送受信チェッ
クが行われる。

自動
日に
何度
も

○ NA ○ NA NA NA 整備・
運用

システム担当者へのヒヤリング。
7月を選び、情報システム部の業務日報の全件
をレビューし、ＪＣＡ手順による異常終了が
担当者に報告され、フォローされていること
を確かめた。

受信エラーに関する報告は2件検出されたが、い
ずれも再送信処理により正常終了したとの報告
がなされていたのでＯＫ。
（検出事項）無し

記載省略 低

21
・
22
・
23
・
25

ＥＤＩで受信した受注データは取り込み処理で、得意先
マスタ、商品マスタとチェックをし、エラーについては
エラーファイルが作成され、エラーリストが強制出力さ
れる。エラーデータについては、得意先と連絡を取って
修正内容を確定した後、修正入力を行う。エラーファイ
ルはデータが修正されるまで保存される。

自動 日 NA ○ NA NA NA NA 整備・
運用

業務担当者へのヒヤリング。
7月のエラーﾘｽﾄから25件をサンプルとして修
正入力が行われていることを確認した。

ＯＫ
（検出事項）ただし、修正入力後プルーフリス
トが出力されないため、エラーリスト(修正後)
とチェックがされていない。この結果、注文内
容の正確な入力が確保されず、誤出荷が起きる
リスクがあるが、財務報告の信頼性への影響は
小さい。

記載省略 低

29
・
31

引当不可能な受注データについては、受注ファイル
(ジャーナル)に引当済みのフラグのないものの有無が把
握され、未引当データは受注残ファイルに書き出される
とともに、受注残チェックリストが強制出力される。
受注残チェックリストに基づき、得意先と交渉して受注
変更依頼書を起票して入力すると、受注変更チェックリ
ストが出力されチェックされる。

自動 日 ○ ○ NA NA NA NA 整備・
運用

システム担当者へのヒヤリング。
７月４日の関連帳票を査閲し、ヒヤリングし
たとおりの手続が実施されていることを確認
した。

ＯＫ
（検出事項）無し

記載省略 低

36
・
37

ＦＡＸ受注では、注文書からの入力画面にエディットを
掛けている
単価は商品マスタの価格データが自動で計上されるた
め、手入力できない

自動

日に
何度
も

NA × NA NA NA NA 整備・
運用

システム担当者へのヒヤリングの後、入力画
面を再実施しエディットの実装や、単価が入
力できないことを確認した

（検出事項）受注日を過去日付でも入力可能と
なっていることをヒヤリングで把握し、再実施
でも確認した。運用では、過去日付の入力は禁
止しているとのことである。
ただし、当社は売上計上基準として出荷基準を
採用しているため、直ちに、財務の信頼性に影
響しない。

記載省略 中

完
全
性
（

網
羅
性
）

統制目標

権
利
と
義
務

会社名
決算期

取引サイクル
ファンクション

要件
（アサーション）

□□□□　2007/1/24関連する勘定科目
網
羅
性

評
価

表
示

実
在
性

期
間
配
分

作成者・作成日

高：統制活動の結果の
リスクが大きい場合
（重要な欠陥など）
中：結果のリスクが無
視できない場合（不備
がある）
低：結果のリスクが小

財
務
情
報
が
正
確
に
記
録
さ
れ
な
い

財
務
情
報
に
漏
れ
や
重
複
が
発
生
す
る

受注の登録に誤りがないか正
確
性

◇◇◇◇　2006/12/23

確認者・確認日
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２－６－２解答例　①受注 IT業務処理統制のＲＣＭ ケーススタディ

A社
平成○○年3月

場所 本社
販売サイクル
受注
売上、売掛金

リスク No. 主要な統制活動 自動化 頻 整備 統制評価手続 評価並びに検出事項 調書番号 評価結果
留意事項 手作業 度 運用 （検出事項がある場合、その影響）

統制目標

権
利
と
義
務

会社名
決算期

取引サイクル
ファンクション

要件
（アサーション）

□□□□　2007/1/24関連する勘定科目
網
羅
性

評
価

表
示

実
在
性

期
間
配
分

作成者・作成日

高：統制活動の結果の
リスクが大きい場合
（重要な欠陥など）
中：結果のリスクが無
視できない場合（不備
がある）
低：結果のリスクが小

◇◇◇◇　2006/12/23

確認者・確認日

38 FAX受注の入力後、注文伝票が出力され注文書と照合さ
れ、注文書に受注番号を記入した後、上長のチェックと
押印を得ている。

自動・
手動

日 NA ○ NA NA NA NA 整備・
運用

業務担当者へのヒヤリング。
7月の注文伝票から25件をサンプルとして注文
書と照合し、受注日、数量の一致を確認し
た。

ＯＫ（検出事項）無し
受注日の過去日付での入力禁止の運用は遵守さ
れていると考えられる。ただ、入力不可、また
は、過去日付入力の記録と上長へのアラートな
どのシステム改善が望まれる。

記載省略 低

21 取込処理の際に、得意先マスタに登録のないものはエ
ラーとなる

自動 日 NA ○ NA ○ NA NA 整備・
運用

システム担当者へのヒヤリング
７月分の受注エラーリストを全件査閲し、得
意先に関するエラーの表示とその訂正内容を
把握した。

ＯＫ
（検出事項）無し

記載省略 低

22 取込処理の際に、商品マスタとEDIデータの価格が照合さ
れ不一致のデータはエラーとなる

自動 日 NA ○ NA ○ NA NA 整備・
運用

システム担当者へのヒヤリング
７月分の受注エラーリストを全件査閲し、得
意先に関するエラーの表示とその訂正内容を
把握した。

ＯＫ
（検出事項）無し

記載省略 低

18
・
33
・
41
・
44

EDI受注の取込処理と修正入力、ＦＡＸ受注の受注入力、
緊急出荷の場合の倉庫からの受注入力は、担当者のＩＤ
とパスワードで制御されている

自動

日に
何度
も

NA ○ NA NA NA NA 整備・
運用

アクセス統制に関するシステム担当者へのヒ
ヤリングの後、担当者のＩＤとパスワードで
しかメニュー画面が開かないことを再実施に
より、確かめた。（注）シングルサインオン
の場合はパスワード設定は、全般統制で確か
める。ただし、販売システムへのアクセス権
限が業務の権限と一致して設定されているこ
とは、業務処理統制で確かめる

OK。
受注入力処理(EDI以外)では入力場所コードが
データに記入される。
（検出事項）無し

記載省略 低

24
・
28
・
41

受注エラーリストの修正、受注残データの修正、緊急出
荷の指示などは、入力部署ではない、営業部で確定して
いる。

手動

日に
何度
も

× × NA NA NA NA 整備・
運用

営業担当者へのヒヤリング。
7月の緊急出荷リストを出力し、そのうち、２
５件をサンプルとして営業からのFAXと突合し
た。

正当性につき不備があると判断せざるを得ない
ため、改善を実施し、その後、期末に近い時点
で、再度、運用の評価を実施することとする。
（検出事項）25件の内3件についてはFAXは無
かった。倉庫担当者の話では、電話連絡により
受注入力の指示があったとのことである。

101-4 中

自動

日に
何度
も

× × × × × NA 整備・
運用

アクセス統制に関するシステム担当者へのヒ
ヤリングの後、受注入力処理、倉庫からの緊
急出荷のための受注入力処理（いずれも、出
荷指示ファイルに対するもの)に関する担当者
のＩＤとパスワードの設定状況を査閲し、ア
クセス権限が業務の権限と一致していること
を確認した。

アクセス権限が業務の権限と一致していること
について問題はないが、パスワードの強度が低
く、アクセス制御に不備があると考えられる。
IDと同一の使用は許可しない、また、簡単なパ
スワード設定を許可しないなどのシステム上の
改善を検討すべきである。
（検出事項）３桁程度のもの、あるいは名前と
一緒のIDやIDと同一のパスワードなどの簡単な
パスワード設定が把握された。

記載省略 中

自動
日に
何度
も

○ ○ ○ ○ ○ NA 運用 事業部業務課での受注入力を対象として、権
限を有する者のID・パスワードでしか入力が
行えないことを、入力画面への再実施により
確かめた。

ＯＫ
（検出事項）無し

800-1 低

33 ID、パスワードは、漏出しないよう、担当者によって適
切に管理されている。

手動

日に
何度
も

× × × × × NA 整備・
運用

担当者からのヒヤリングと規定等の査閲によ
り整備状況を確認した。
事業部業務課を対象として、担当者による
ID・パスワードの管理方法を視察と質問によ
り確認した。

検出事項のとおり、職務権限の分離による牽制
がなされていない。また、ログをとっても誰が
アクセスしたかが不明で実際に処理した者を特
定できない。このように、不正な入力が行なわ
れる可能性があるので、個人IDとパスワードを
共有しないように、改善を求め、後日、改善実
施後に運用の評価を再度実施する。
（検出事項）処理を行う端末に全員のIDとパス
ワードが紙に書いて貼っており、全員がIDとパ
スワード知っているため、権限を有する担当者
以外もアクセスが可能である。

800-1 中

評価結果が、高または中の項目については、アサーションに×を記載している。（この項目に該当しないアサーションには、ＮＡを記載している)

受注ファイル、在庫ファイル、出荷指示ファイルへの変
更は、担当者のＩＤとパスワードで制御されている

財
務
情
報
が
最
新
で
は
な
く
、

継
続
的
に
使
用
で
き
な
い

継
続
性

受注ファイルが不当に変更
される

18
・
33
・
41
・
44

正
当
で
な
い
財
務
情
報
が
記
録
さ
れ
る

正
当
性

正当でない受注が登録され
る

©2007　加藤俊也、清水惠子、中村元彦

J-SOXにおけるIT統制を中心とした経営者評価 



２－６－２解答例　②出荷 IT業務処理統制のＲＣＭ ケースタディ

A社
平成○○年3月

場所 本社
販売サイクル
出荷
売上、売掛金

リスク No. 主要な統制活動 自動化 頻 整備 統制評価手続 評価並びに検出事項 調書番号 評価結果

留意事項 手作業 度 運用 （検出事項がある場合、その影響）

47
・
51

倉庫の出荷責任者が、出荷場所の在庫が無いことを確認
した後で、出荷指示書を基に出荷を確認入力をする。
出荷チェックリストと未出荷リストが出力されるので、
出荷チェックリストと出荷指示書をチェックする。

自動・
手動

日 ○ NA NA NA NA NA 整備・
運用

担当者からのヒヤリングと規定等の査閲によ
り整備状況を確認。
７月10日付けの出荷チェックリスト及び未出
荷チェックリストを通査し、入力完了の
チェックマークが付されていることを確かめ
た。

OK
（検出事項）無し

101-1 低

55 ピッキング担当者が配送先別出荷チェックリストを回収
して、回収の網羅性、手書きによる追加訂正の記入など
の異常の有無、運送会社担当者の押印の有無の確認を実
施し、異常や回収されない配送先別出荷チェックリスト
があった場合には、オペレーターに異常出荷報告書を提
出する

手動 日 ○ NA ○ NA NA NA 整備・
運用

担当者からのヒヤリングと規定等の査閲によ
り整備状況を確認した。
７月分につき、異常出荷報告書の有無を確認
した上で、7月分として回収された配送先別出
荷チェックリストの全件につき通査し、追加
訂正の記入などの異常、運送会社担当者の押
印の有無を確認した。

OK
指摘どおりの改善が実施され、運用されてい
る。
（検出事項）無し

101-5 低

省略 省略 省略 省略 101-2

正確
性

商品の出荷が注文書に基づ
いて行われていることは、
どのように確かめられてい
るか。

43
・
44
・
45

受注ファイルから作成された出荷指示ファイルからしか
出荷指示書は出力できない。

自動 日
に
何
度
も

○ NA ○ NA NA NA 整備・
運用

担当者からのヒヤリングと仕様書等の査閲に
より整備状況を確認した。
出荷画面から出荷指図は入力できないことを
確認した。

OK
（検出事項）無し

101-4 低

出荷（納品）が適切な会計
期間に記録されていること
は、どのように確かめられ
ているか。

54
・
55

出荷は、出荷日に出荷確認入力をし、日次で出荷実績
ファイルを作成する。

自動 日
に
何
度
も

○ NA ○ NA NA NA 整備・
運用

担当者からのヒヤリングと仕様書等の査閲に
より整備状況を確認した。
7月の出荷実績データの作成と送信に関する送
受信ログを査閲して異常の有無を確認した。

OK
（検出事項）無し
(留意点)日次締めを含む運用管理について全般
統制で評価を行う。

記載省略 低

省略 省略 省略 省略

注文された商品のみが出荷
されたかどうかは、どのよ
うにして確かめられている
か。

43
・
44
・
45

正確性の43・44・45と同じ 自動 日
に
何
度
も

○ NA ○ NA NA NA 整備・
運用

正確性の43・44・45と同じ OK
（検出事項）無し

101-4 低

省略 省略 省略 省略

43
・
44
・
45

正確性の43・44・45と同じ 自動 日
に
何
度
も

○ ○ ○ ○ ○ NA 整備・
運用

正確性の43・44・45と同じ OK 101-4 低

自動 日
に
何

× × × × × NA 整備・
運用

受注の18・33・41・44と同じ 受注の18・33・41・45と同じ 記載省略 中

自動 日
に
何

○ ○ ○ ○ ○ NA 運用 受注の18・33・41・44と同じ 受注の18・33・41・45と同じ 800-1 低

33 受注の33と同じ 手動 日
に
何

× × × × × NA 整備・
運用

受注の33と同じ 受注の33と同じ 800-1 中

③　売上計上
売上計上

財
務
情
報
が
正
確
に
記

録
さ
れ
な
い

正
確
性

売上が適切な会計期間に記
録されていることは、どの
ように確かめられている
か。

57 月次更新処理により、当月の出荷実績データに基づき販
売管理システムで作成された自動仕訳データが、会計シ
ステムに正しく取り込まれている（会計上は月末日付で
合計数字が計上されるのみ）ことを確認するために、経
理部で販売管理システムの出荷実績データと会計システ
ムの仕訳データとの合計額のチェックを行っている。

手動 月 × × × × NA NA 整備・
運用

担当者からのヒヤリングと規定等の査閲によ
り整備状況を確認した。
4月から7月までの部門別得意先別売上リスト
(月次)を査閲し、仕訳明細表の売上高の金額
と一致していることを確認したうえで、経理
部長の確認印の押印により、経理が確認を実
施していることを確かめた。

OK。
（検出事項）6月と７月の売上計上つき、一部手
書きの修正が記入されていた。未出荷品を出荷
済みとして処理する統制の不備がある。完全性
と期間帰属性に重要な影響を及ぼす可能性があ
るため、改善を要求し、改善完了後に、再度運
用の評価を実施する。

101-6 中

評価結果が、高または中の項目については、アサーションに×を記載している。（この項目に該当しないアサーションには、ＮＡを記載している)

職務が分離され、権限のあ
る担当者だけが商品の出

荷・納品を記帳できるよう
になっているかは、どのよ
うに確かめられているか。

18
・
33
・
41

受注の18・33・41・44と同じ

ファンクション

財
務
情
報
が
最
新
で
は
な
く
、

継
続
的
に
使
用
で
き
な
い

継続
性

要件
（アサーション）

完
全
性
（

網
羅
性
）

全ての出荷（納品）が入力
処理されていることは、ど
のように確かめられている
か。

統制目標

財
務
情
報
に
漏
れ
や
重
複
が
発
生
す
る

正
当
で
な
い
財

務
情
報
が
記
録

さ
れ
る

財
務
情
報
が
正
確
に
記
録
さ

れ
な
い

正当
性

網
羅
性

実
在
性

期
間
配
分

決算期

取引サイクル
ファンクション

関連する勘定科目

高：統制活動の結果
のリスクが大きい場
合（重要な欠陥な
ど）
中：結果のリスクが
無視できない場合
（不備がある）
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